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図 32　春日さんちのリフォームⅣ・提案 1 図 33　春日さんちのリフォームⅣ・提案 2












図 37　「あなたの部屋のインテリア」課題の評価 図 38　「我が家の耐震診断」課題の評価
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短期大学住居学科におけるリフォーム学の試み
―　177　―
Ⅴ　おわりに
　リフォームとは、新築の代替手段ではないということを、学生に対して講義の中で繰り
返し述べた。リフォームの対象となる住宅は、すでに人が住み、生活が営まれている場合
が多い。リフォームを建築工事の一つと見た場合、これほど間近に依頼主が存在する場で
工事が行われることは、リフォームの醍醐味でもあるがクレームの元ともなる。実務にお
けるリフォームの難しさは、この依頼主との近すぎる距離感であるだろう。
　近すぎる距離感の中、すでにある暮らしを読み取り依頼内容を理解することは、実はと
ても難しい行為であることを著者は日々痛感している。すなわち依頼内容は切実でリアル
である。リフォーム学の講座では、架空の家族「春日さん」を設定し彼らのライフサイク
ルとライフステージを通して、リフォームとは何かを学生たちと考えてきた。春日さん
は、学生の数だけ存在し、多くのことを学生たちに伝えたことと思う。リフォームは、技
術論だけでは語れず、人の「生き様」や「情緒性」との折り合いをどのように付けるかが
課題ともなる。これは決して机上で済む話ではなく、文献を読んでも行き着くものではな
さそうだ。
　しかし、リフォーム学の講座を引き受け、開講に向けて準備を行った際に、最も困惑し
たのがテキストが無いことである。著者の捉えるリフォーム学は、幅広い学問領域を捉え
図 39　「マンションの二世帯同居」課題の評価
　最終課題マンションの二世帯同居プランの比較
　スケール感やわかりやすさ、美しさ、将来の変化に対する配慮、提案力など 2006年度
で向上している。手を動かす課題の成果は明確に現れている。問題点の整理と要望の解決
にとどまらない、新たな提案の可能性についても技術面と共に指導をしていく必要があ
る。（図 39）
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ることから、各々のテーマに沿って文献をテキストにしたら、その量は膨大なものにな
る。
　広く浅くにならず、各々の関係性を十分に踏まえた上で、実務においても有益なテキス
トは、リフォーム学を教えるためには必要である。「良い映画を見たいから、映画を撮る」
と言った映画監督がいたそうだが、著者もリフォーム学のテキストを書き起こそうと思
う。
謝　辞
　共栄学園短期大学住居学科のリフォーム学に携わるきっかけを作って下さった、駒沢女
子大学稲垣教授には改めて感謝を致します。
　リフォーム学についてのご指導と励ましを頂いた、日本女子大学住居学科沖田教授、定
行教授に感謝を申し上げます。
　初めての講師という大役を頂いた中、数々のご指導を頂いた原田学長を初め、樋口教授
には多くの示唆を頂くことができました。
　六反田先生の「共栄大学短期大学・住居学科小史」、小林先生の「短期大学における専
門教育プログラムの課題抽出」は、本稿をまとめてみようという動機付けになりました。
　最後に、講座を支えて頂いた教務課の職員の方々と、学生の皆様に感謝を申し述べたい
と思います。
